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＜連絡事項＞
· 今日、明日と院内研修あります。

· インフルエンザ罹患に注意し、感染予防に努めましょう。（患者様、スタッフ、

家族）

＜患者様連絡＞

· 伊藤　雄一様･･･本人の服薬ボードが青山荘にあるかもしれないということでし　　

たが、青山荘にはないとのことで、本日、購入の為単独外出となります。

· 八木橋　牧雄様･･･本日、郵便局員来院し、入院費支払いとなります。兄より連

絡あり、今後、高額医療費の手続きについて確認され、11月9日以降、来院予定です。

＜転入患者情報＞

小泉　康政様　(69歳)病名　統合失調症　合併症　狭心症・糖尿病

入院形態　医療保護入院

主治医　　田名部Ｄｒ

　昭和55年（26歳）発症。「妻が不倫している」と疑ったり奇異な行動あり。

平成20年3月症状に左右され興奮して家族に暴力をふるうことあり八戸赤十字

病院精神科受診するが同院満床のため当院受診し平成20年3月10日東病棟Ａユ

ニットへ医療保護入院となる。

　入院時は興奮強くご家族の面会が終わる際に強引に出ようとし介入していた

が徐々に精神症状安定していた。下肢の創部悪化・疼痛あり4月7日八戸赤十字

病院受診し家族の目を盗み失踪。三沢市内で発見され警察とともに帰院し東Ａ

ユニットへ移動し精神症状落ち着き東Ｄへ翌日、移動。スタッフ対応は穏やか。

　精神症状安定していることから平成20年5年23日西Ｂユニットへ移動。食事

摂取時のむせこみ・嚥下困難あったが薬剤調整にて落ち着き現在はスムーズ。

　平成21年4月頃よりスタッフ付き添いで外出訓練開始。妄想や奇異な行動は

なく日課・プログラム問題なく行っている。外泊訓練を行うに伴い家族からも

病状安定してきており徐々に退院に向けての受け入れ準備を行っている。

　退院に向けて服薬自己管理を導入しているが年齢的な面も考え介入・指導を

要している。（9/28～3日分ずつ行う）疾病教室では以前は病識のない発言聞

かれているが症状の振り返りを行うようになってきている。

＜今後の方針＞

・外泊訓練を繰り返し自宅退院を目指していく。

・ご家族へ開放病棟の移動について説明すると「薬もきちんと飲んで落ち着いて

いるので次に進んでもいいのではないかと思います」と話している。

川端IOOより

10/30（金）久慈　邦夫様退院後、東病棟より西病棟Bユニットへ患者様移動。

10/31（土）蛯名　勝幸様退院後、西Bユニットより北病棟へ小泉　康政様移動。

　　　　　　東病棟より西病棟Bユニットへ患者様移動。
の指示あったため、蛯名様退院後は速やかに駒木様の移動をお願いします。

1、 小泉様の入院形態は現在、医療保護ですが、10/29、家族来院し主治医面談の際、任意へ切りかえ予定。西病棟にて手続きをする予定です。

2、 小遣い管理についても家族来院時、確認予定です。

病棟管理にするのか、本人管理にするのか、必要時には北病棟へ問い合わせが来るかもしれません。

3、 ケア方針

在宅療養へ向けて、本人の病識、日常生活行動能力をアセスメントし看護計画を検討する。また合併症もあることから、自己管理能力も踏まえる。家族は協力的であるため、家族に対しての援助も必要である。

＜田名部Drケースカンファ＞

· 八木橋　牧雄様･･･ここ数日は変わった様子無く経過。入院費の支払いに関して　

も訴えてくる事はない。今後、高額医療費の申請をしていく予定。

・菊地　明子様･･･下肢のムズムズ感、不安感は波がある様子。昨日、今日と不安かなどの訴えは聞かれていない。

　　　　　　　　　定期薬　パキシル(10)　3T  →　2T　　１*夕へ変更

　　　　　　　　

















































